
(57)【要約】

本発明は、逆浸透を用いて水を浄化する方法および手段

に関する。水は、圧力下で膜エレメント（１０）を介し

て押し込まれるが、その圧力は、高圧用ポンプ（２）に

より得られ、当該エレメント（１０）には、外部から供

給された浄化されていない水と、その流入側で当該エレ

メントにより通された内部循環水の両方が供給される。

高圧用ポンプは、断続的に作動し、内部で循環する水の

量は、少なくとも、外部から供給される水と同量である

。圧力が減じられた後、外部から供給される水を用いた

噴射により、遅延した当該エレメント（１０）の噴射洗

浄がある。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
逆 浸 透 を 用 い て 水 を 浄 化 す る 方 法 に お い て 、 水 は 、 高 圧 用 ポ ン プ （ ２ ） に よ り 得 ら れ た 圧
力 の 下 で 、 膜 エ レ メ ン ト を 通 し て 押 し 込 ま れ 、 エ レ メ ン ト （ １ ０ ） に は 、 外 部 か ら 供 給 さ
れ た 浄 化 さ れ て い な い 水 と 、 流 入 側 で 当 該 エ レ メ ン ト に よ り 通 さ れ た 内 部 循 環 水 の 両 方 が
供 給 さ れ る 前 記 方 法 で あ っ て 、
上 記 高 圧 用 ポ ン プ は 、 断 続 的 に 作 動 し 、 内 部 循 環 水 の 量 は 、 少 な く と も 、 外 部 か ら 供 給 さ
れ た 水 と 同 量 で あ り 、 そ の 圧 力 が 減 じ ら れ た 後 、 外 部 か ら 供 給 さ れ た 水 で 噴 射 す る こ と に
よ り 、 当 該 エ レ メ ン ト の 遅 延 噴 射 洗 浄 が あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 噴 射 洗 浄 は 、 上 記 エ レ メ ン ト （ １ ０ ） の 両 側 が 大 気 圧 に な っ た 後 に 行 わ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 高 圧 の 間 隔 は 、 １ ０ 分 以 上 は 続 か な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
逆 浸 透 を 用 い て 水 を 浄 化 す る 装 置 に お い て 、 水 は 、 高 圧 用 ポ ン プ （ ２ ） に よ り 得 ら れ た 圧
力 の 下 で 、 膜 エ レ メ ン ト を 通 し て 押 し 込 ま れ 、 エ レ メ ン ト （ １ ０ ） に 供 給 さ れ る 水 は 、 外
部 に 供 給 さ れ た 浄 化 さ れ て い な い 水 と 、 流 入 側 で 当 該 エ レ メ ン ト に よ り 通 さ れ た 内 部 循 環
水 と の 両 方 か ら 供 給 さ れ る 前 記 装 置 で あ っ て 、
上 記 高 圧 用 ポ ン プ が 作 動 状 態 に な い と き 、 流 入 水 を 上 記 エ レ メ ン ト の 一 方 側 に 供 給 す る 手
段 と 、 時 間 制 御 に よ り 、 上 記 手 段 を 介 し て 流 入 水 を 供 給 し 、 上 記 エ レ メ ン ト の 流 入 側 を 噴
射 す る 手 段 と 、 を 備 え る 前 記 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 エ レ メ ン ト （ １ ０ ） の 流 出 側 は 大 気 圧 で あ り 、 流 出 導 管 （ ５ ） は 、 そ こ で 接 続 さ れ 、
閉 鎖 手 段 を 有 す る こ と な く 不 変 に 開 い て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 高 流 量 で 逆 浸 透 を 用 い て 浄 水 す る 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。 当 該 装 置 は 、 水 の
消 費 が 、 断 続 的 で あ り 、 単 位 時 間 当 た り 、 ほ ん の 小 量 で あ る 個 人 家 庭 お よ び 同 等 の ユ ー ザ
に よ り 使 用 さ れ る こ と が 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は 、 不 純 物 に よ る エ レ メ ン ト の 詰 ま り 及 び そ の 成 長 が 避 け ら れ る 断 続 的 な 動 作 に お
け る 逆 浸 透 に よ り 、 水 を 浄 化 す る 方 法 を 提 示 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 洗
浄 動 作 中 の 破 壊 を 避 け る こ と も 目 的 と す る 。 更 に 、 本 発 明 は 、 特 別 用 品 や 特 別 装 置 を 使 用
す る こ と な く 、 洗 浄 が な さ れ る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 磨 耗 に よ る 損 傷 が 避 け ら れ る よ
う に 当 該 エ レ メ ン ト を 配 置 す る 方 法 を 提 示 す る こ と も 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 に よ る 装 置 は 、 従 来 技 術 で 知 ら れ る 系 統 の 浸 透 エ レ メ ン ト を 含 む フ ィ ル タ を 備 え る
。 何 枚 か の 膜 を 備 え る こ と が で き る 上 記 エ レ メ ン ト は 、 中 空 の 、 中 央 に 配 置 さ れ た 円 筒 に
巻 か れ 、 そ の 壁 に は 多 数 の 穴 が あ り 、 こ れ ら の 穴 を 通 じ て 、 浄 化 さ れ た 水 が 抜 き 出 さ れ る
。 膜 層 が 互 い に 直 接 接 触 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 対 応 す る 数 の 細 か い 網 目 組 織 の ネ ッ
ト で あ る 遠 方 部 材 は 、 膜 と 共 に 円 筒 に 巻 か れ て い る 。 熱 可 塑 性 材 料 の 抽 出 に よ り 形 成 さ れ
る 品 物 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら 又 は 他 の 種 類 の ネ ッ ト 製 造 に お い て 、 よ り 厚 い
断 面 部 は 、 ネ ッ ト の 糸 を 交 差 す る 場 所 で 形 成 さ れ る 。 こ れ ら の 断 面 部 は 、 膜 の 磨 耗 の 原 因
に な り 、 不 良 品 や 当 該 エ レ メ ン ト の 不 満 足 な 機 能 を 起 こ す 損 傷 の 原 因 に な る 。 作 動 に お け
る ト ラ ブ ル の 危 険 は 、 本 発 明 に よ る 装 置 で 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 に よ る 逆 浸 透 で 水 を 浄 化 す る 方 法 は 、 浸 透 膜 を 用 い た エ レ メ ン ト を 通 じ て 圧 縮 さ れ
た 水 を 押 し 込 む こ と を 含 み 、 こ れ は 、 高 圧 用 ポ ン プ を 使 っ て 達 成 さ れ 、 そ の ポ ン プ に 供 給
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さ れ る 水 は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ た 浄 化 さ れ て い な い 水 と 、 流 入 側 で 当 該 エ レ メ ン ト を バ イ
パ ス し た 内 部 循 環 水 の 両 方 で あ る 。 高 圧 用 ポ ン プ は 、 断 続 的 に 動 作 し 、 水 の 内 部 循 環 量 は
、 外 部 か ら 供 給 さ れ た 水 の 量 と 同 量 で あ る 。 断 続 的 に 動 作 し て い る 装 置 内 の 圧 力 が 減 じ ら
れ た 後 、 外 部 か ら 供 給 さ れ た 水 で 噴 射 す る こ と に よ り 、 当 該 エ レ メ ン ト の 時 間 遅 れ 噴 射 洗
浄 が あ る 。 好 ま し い 洗 浄 は 、 当 該 エ レ メ ン ト の 両 側 が 大 気 圧 下 に な っ た 後 に 実 行 さ れ る 。
高 圧 動 作 と 大 流 量 が 続 く 時 間 は 、 １ ０ 分 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
概 略 的 に 図 １ に 示 さ れ た 装 置 は 、 エ レ メ ン ト 用 容 器 １ を 備 え る 。 そ の 容 器 又 は そ の 内 部 に
配 置 さ れ る 従 来 設 計 の 管 シ ス テ ム は 、 図 １ に は 示 さ れ て い な い 。 浄 化 さ れ て い な い 水 は 、
流 入 管 ４ を 通 っ て 供 給 さ れ 、 高 圧 用 ポ ン プ ２ を 用 い て エ レ メ ン ト 容 器 １ に ポ ン プ 送 り さ れ
る 。 浄 化 手 順 に は 、 幾 分 か の 水 が エ レ メ ン ト を 通 過 す る こ と を 含 み 、 そ こ で は 、 水 に 溶 け
て い る 塩 は 、 当 該 エ レ メ ン ト を 通 過 し な い 水 の 中 に 主 に 残 っ て い る 。 浄 化 さ れ た 水 は 、 分
離 さ れ 、 第 １ 流 出 導 管 ５ を 通 っ て 廃 棄 さ れ る が 、 増 大 さ れ た 塩 の 含 有 量 を 有 す る 、 浄 化 さ
れ な い 水 は 、 第 ２ 流 出 導 管 ６ を 通 っ て 容 器 か ら 廃 棄 さ れ る 。 浄 化 さ れ な い 水 は 、 二 分 割 さ
れ 、 一 部 分 は 、 流 出 管 ７ を 経 て 当 該 シ ス テ ム を 離 れ 、 他 の 部 分 は 、 管 ８ を 通 っ て ポ ン プ ３
に よ り ポ ン プ 送 り さ れ る こ と に よ り 、 流 入 部 に 戻 さ れ る 。 ポ ン プ ２ ， ３ 、 管 ６ ， ８ は 、 単
一 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る よ う に 容 器 と 共 に 作 ら れ て い る 。 こ れ ら の 手 段 は 、 好 適 な 実 施 形 態
で は 、 高 圧 用 ポ ン プ 及 び 返 送 用 ポ ン プ ３ の 両 方 と も 共 通 の モ ー タ と 駆 動 シ ャ フ ト を 有 す る
よ う に 作 ら れ る 。 当 該 装 置 は 、 高 圧 用 ポ ン プ が 作 動 し て い な い と き に は 、 上 記 エ レ メ ン ト
の 一 方 側 に 水 を 供 給 す る 手 段 を 備 え 、 タ イ マ ー 制 御 の 下 で 、 上 記 エ レ メ ン ト の 流 入 側 の 洗
浄 す る 為 の 手 段 に よ り 流 入 水 を 供 給 す る 。 流 入 水 の 塩 含 有 量 は 、 そ の 折 り 返 し で 、 エ レ メ
ン ト を 通 し て 返 送 流 を 生 じ さ せ る 浸 透 圧 の 原 因 に な り 、 こ れ に よ り 、 エ レ メ ン ト が 洗 浄 さ
れ る 。 当 該 エ レ メ ン ト の 外 側 が 大 気 圧 未 満 に な り 、 そ こ に 接 続 さ れ た 流 出 導 管 が 閉 鎖 手 段
を 有 す る こ と な く 不 変 的 に 開 い て い る よ う に 当 該 エ レ メ ン ト が 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い
。 動 作 中 、 廃 棄 は 、 収 集 用 の 入 れ 物 に 対 し 直 接 な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
容 器 １ の 中 に 置 か れ る エ レ メ ン ト １ ０ が 横 断 面 で 図 ２ 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 エ レ メ ン ト
１ ０ は 、 円 筒 管 ９ に 巻 か れ た 適 切 な 膜 材 か ら 構 成 さ れ た 比 較 的 薄 い シ ー ト １ １ の 形 状 に な
っ て い る 。 膜 の 有 効 部 分 は 、 非 常 に 薄 く 、 柔 軟 な 材 料 の キ ャ リ ア 層 に よ り 支 え ら れ て い る
。 層 の 典 型 的 な 厚 さ は 、 膜 層 で は 約 １ μ ｍ 、 キ ャ リ ア 層 で 約 ４ ０ μ ｍ で あ る 。 管 ９ の 壁 内
に は 、 浄 化 さ れ た 水 を 廃 棄 す る た め の 多 く の 穴 が 存 在 す る 。 膜 は 、 円 筒 の 周 り に 数 回 巻 か
れ 、 膜 の 別 の 旋 回 と の 間 で 直 接 接 触 を 避 け る た め 、 膜 表 面 の 間 に 間 隔 ネ ッ ト が 挿 入 さ れ て
い る 。 圧 力 の 大 き な 変 化 は 、 膜 が 間 隔 ネ ッ ト か ら の 磨 耗 に 晒 さ れ る こ と を も た ら す 。 磨 耗
に よ る 損 傷 の 危 険 性 を 減 じ る に は 、 膜 の 実 装 が 転 が る と き 、 外 側 に あ る 膜 の 凸 面 側 に ネ ッ
ト 層 の 被 覆 が 向 け ら れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 動 作 に お い て 、 以 下 の 手 順 が 続 く 。 開 始 後 、 浄 化 さ れ て い な い 水 は 高
圧 で 供 給 さ れ 、 ポ ン プ の 圧 力 が 加 工 媒 体 の 浸 透 圧 を 超 え る と き 、 そ の 後 、 水 は エ レ メ ン ト
１ １ を 通 っ て 流 出 部 ５ に 流 れ る 。 そ の と き 、 水 の 効 率 は 、 少 な く と も ５ ０ ％ で あ り 、 こ れ
は 、 流 入 水 の 少 な く と も 半 分 が エ レ メ ン ト を 通 っ て 流 れ る こ と を 意 味 す る 。 高 い 浸 透 圧 の
原 因 と な る 濃 度 の 偏 り を 避 け る た め 、 浄 化 さ れ て い な い 水 の 内 部 循 環 は 、 ポ ン プ ３ に よ り
管 ６ ， ８ を 通 し て 達 成 さ れ る 。 内 部 に 循 環 さ れ る 量 は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 水 の 量 よ り 多
い 量 よ り 多 い 必 要 が あ り 、 内 部 で 循 環 さ れ る 量 は 、 外 部 か ら 追 加 さ れ る 量 の 少 な く と も ２
倍 、 若 し く は 、 浄 化 さ れ た 水 の 量 の ４ 倍 を 超 え る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 膜 の 表 面 で
水 の 速 度 は 高 く な り 、 境 界 層 の 厚 さ が 薄 く な り 、 乱 流 を 増 や す こ と を も た ら し 、 こ れ ら は
、 膜 の 表 面 を 清 潔 に 保 つ せ ん 断 力 を 高 め る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
１ ０ 分 以 内 の 動 作 時 間 の 後 、 次 の 水 廃 棄 ま で 、 非 動 作 時 間 が 続 く 。 シ ス テ ム は 、 そ の 後 、
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圧 力 が 等 し く な り 、 エ レ メ ン ト の 側 部 間 の 圧 力 差 は な く な る 。 供 給 さ れ た 水 か ら 排 除 さ れ
た 物 質 の 、 エ レ メ ン ト の 流 入 側 で の 、 か な り 高 め ら れ た 濃 度 は 、 濃 度 の 偏 り を 生 じ 、 浄 化
さ れ た 水 が エ レ メ ン ト を 通 っ て 清 潔 な 水 側 か ら 逆 流 し 、 そ の た め 、 膜 の 表 面 か ら 排 除 さ れ
た 物 質 を 強 制 的 に 離 し 、 持 ち 上 げ る と い う 効 果 を 有 す る 。 一 定 時 間 （ 適 当 に 数 分 ） 後 、 到
来 す る 浄 化 さ れ て い な い 水 は 、 装 置 を 通 し て 洗 浄 さ れ 、 高 め ら れ た 濃 度 の 塩 を 有 す る 水 と
他 の 物 質 は 、 当 該 エ レ メ ン ト か ら 洗 い 落 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
当 該 装 置 の 設 計 と 動 作 の 更 な る 詳 細 は 、 以 下 の 例 示 で 明 ら か に な る 。 当 該 装 置 は 、 湿 っ た
環 境 で 許 容 さ れ る 系 統 の 正 規 電 気 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 。 一 定 色 （ 好 ま し く は 緑 色 ） の
第 １ 表 示 灯 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） は 、 そ の 後 、 ス イ ッ チ が 入 れ ら れ 、 点 灯 す る 。 ス タ ー ト は 、 水 流 を
開 く タ ッ プ の 起 動 に よ り 作 用 さ れ 、 第 ２ 表 示 灯 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の ス イ ッ チ が 入 れ ら れ 、 点 灯 す
る 。 こ の 関 係 で 水 質 の 関 連 指 標 で あ る 流 出 す る 水 の 導 伝 性 は 、 装 置 に 含 ま れ る 導 電 性 メ ー
タ を 使 っ て 計 測 さ れ 、 そ れ が 、 流 入 水 と 比 較 し て 許 容 で き る 一 定 値 に 達 し た と き 、 そ の 後
、 他 の 表 示 灯 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） が 点 灯 さ れ る 。 流 れ の 中 断 に よ り 処 理 が 終 了 す る ま で 、 浄 化 さ れ
た 水 は 、 毎 分 ３ リ ッ ト ル 以 下 の 流 速 で 生 産 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
当 該 装 置 に 供 給 さ れ る 水 は 、 家 庭 用 品 で 豊 富 な 品 物 の ス ク リ ー ン ク ロ ス と 、 粒 子 が 除 去 さ
れ て 塩 素 含 有 量 が 減 じ ら れ る カ ー ボ ン フ ィ ル タ の 両 方 を 通 っ て 、 高 圧 用 ポ ン プ 前 の 流 入 部
付 近 を 通 過 す る 。 導 入 さ れ る 水 は 、 し ば し ば 、 地 域 浄 化 プ ラ ン ト 等 か ら 到 来 し 、 そ の 後 、
通 常 は 塩 素 で 消 毒 さ れ る 。 一 部 の 水 は 、 エ レ メ ン ト ユ ニ ッ ト を 通 し て 押 し 込 ま れ 、 浄 化 さ
れ た 水 や 浸 透 水 は 、 タ ッ プ を 通 し て 抜 き 出 さ れ る 。 同 時 に 、 排 水 は 、 一 定 の 流 量 弁 を 通 し
て 排 除 用 導 管 に 抜 き 出 さ れ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 圧 力 制 御 弁 に よ り 制 御 さ れ 、 一 定 に 保 持
さ れ る 。 こ の 圧 力 は 、 供 給 さ れ た 水 の 最 大 塩 含 有 量 を 決 定 し 、 こ れ が 、 シ ス テ ム 圧 力 よ り
低 く す べ き 浸 透 圧 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
流 れ が 中 断 さ れ 、 水 の 抜 き 出 し が 停 止 さ れ た と き 、 そ の と き に は 、 装 置 は 休 止 し 、 圧 力 は
大 気 圧 に 減 少 す る が 、 そ の 間 の 時 間 、 当 該 ユ ニ ッ ト の 膜 は 前 述 し た よ う に 洗 浄 化 さ れ 、 濃
度 の 偏 り が 等 し く な っ た と き 、 流 入 水 を 用 い た 洗 浄 が 起 こ り 、 装 置 内 の 全 て の 水 は 循 環 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 用 ケ ー ス に お い て 、 流 入 速 度 は 、 毎 分 ３ ． ７ リ ッ ト ル 、 高 圧 用 ポ ン プ 後 の シ ス テ ム 圧 は
、 １ ０ バ ー ル で あ っ た 。 浄 化 さ れ た 水 の 抜 き 出 さ れ た 流 量 は 、 １ ０ 分 間 で 毎 分 ２ ． ５ リ ッ
ト ル で あ っ た が 、 そ の 後 、 流 れ は 停 止 さ れ た 。 ２ 分 間 の 停 止 の 後 、 ９ ０ 秒 の 洗 浄 が あ り 、
そ の 後 、 装 置 は 次 の 動 作 サ イ ク ル が 実 行 可 能 に な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
図 １ は 、 本 発 明 を 用 い て 水 を 浄 化 す る 装 置 を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 ２ 】
図 ２ は 、 当 該 装 置 の 横 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
図 ３ は 、 当 該 装 置 の 横 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … エ レ メ ン ト 用 容 器 、 ２ … 高 圧 用 ポ ン プ 、 ３ … ポ ン プ 、 ４ … 流 入 管 、 ５ … 流 出 部 、 ６ …
第 ２ 流 出 導 管 、 ７ … 流 出 管 、 ８ … 管 、 ９ … 円 筒 管 、 １ ０ … エ レ メ ン ト 、 １ １ … シ ー ト 。
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